

































































































































































































































































































































































































































































































































E ・ コ E
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」れ
が真の
禅の悟
りであ
る。
しか
し悟り
(こ
の場
合意
識の変
五
化)
の内
容が深まれば深
まる
ほど
、
それが行
動にあ
らわ
れてくる
もの
であ
る。
すなわち人
格が変
化し
てくる
の
であ
る。
換言すれば
意識
に
変化が
生ず
ると
、
はじめ
行
動と
のずれが生
ずる。
すると
行動が
意識
とのバ
ラン
スを
回
復する
よう
に変
化し、
その
一体化を
はかろ
うと
する
ので
ある。
臨済
禅で
は悟りをえ
させるために
、
公案を与
えて疑
団を生じ
させる
ので
ある。
公案
は心
理的に
ゆき、
ずまり
や葛藤を起
こさせるよ
うな
問題と
して
構
成されて
いる
。
公案を与え
て矛
盾し
た、
不均
衡な心
理状態を
つく
り、
これ
を均衡
化さ
せ、
再統合
を行
なわせ
るの
であ
る。
これ
が意
識およ
び人
格の転
換を可
能にす
るので
あ
る。
修行者が
禅
定に入ると
、
心境が純化し
てくる
の
で、
今ま
で気
がつ
かなか
った
こ
とが
わか
ってくる。
現実的な意識
の水
準で
は、
自己と環境とが対
立し
ている
が、
禅定状態
では
、
主客
が一
つに
なる。
その境
地か
ら自己を
見つ
め 、
環境を
なが
めると
、
物の見
方が
全くちが
って
くる。
ここ
に見
性や悟りが
え
られる
ので
あ
る。
これ
に対し
て催眠
状
態で
は
、
個人を現
実の環
境か
ら離脱
させる
。
そこに
意識
の転
換
が起
こり
、
悟りや洞
察ある
いは
創造的な
アイデ
アがえられる。
たとえ
ば自
律訓練法
の自
己観照
の段
階で
は、
その目
的が達成さ
れる
と思わ
れ
る。
純粋
トラン
ス
に近
く
なると
、
正確に
環境が
把握
で
きる
し、
自分自身
があるがま
まに見
える
ように
なる。
しかし
その指
導のしかたには工
夫を要
する
で
あろう。
禅定に入る方
法とし
て
の注
意
集中法
坐禅に
おける調心
の方
法す
なわち禅
定に入
る方
法
とし
ての注
意集中法
に
つい
てのべ
てみたい。
」の
方
法は、
一つ
のこ
とに
注意
を集中する
ことであ
り、
催眠と非
常に関
係が
ある。
たと
えば
呼
吸に注
意
を集中す
る。
息を吸
って
、
吐きながら、
そ
れを
一っと
数える。
それを
一から
十ま
で数
える。
十まで数
えると
、
また
一
から
数え始
め
る。
こ
れを何
度も繰り返す。
これ
が数
怠観
の
一つ
の方
法であ
る。
それから公
案に
注意
を集
める
やり
方
がある。
たとえ
ば無
字の公
案と
い
って、
また
「父母未
生以前
の本
来
「ム
lッ」
と
いう
音に
注意
を集
中す
る。
の面
白」
とい
う公
案を拍
提する時
、「::
:ホ
ンラ
イノ
メン
モクl
」と
長く
ひ
いて
、
その
低い音
声
またはその内
言に
注意
を集
中す
る。
石黒法龍老師
は、
無字
の公
案で
は、
始め
の段階
では
「ム
lウlウlウlゥl
」
という
音声
を
低く繰り
返しひ
びかせ
、
これに注
意を
集中さ
せる
やり
方をと
って
いる
。
こ
会合
のよ
うに
聞を
お
いて
、
注意
の持続時
間を短くす
ると
、
注意が
しやす
い。
四
禅定と
催眠状態
にお
ける
問題点
(1)  
どう
いう精神生
理的状態
を禅定と
いうの
であ
ろう
か。
脳波的研究
によ
ると
、
禅定
と催眠状
態とは異
なる
こ
とが示さ
れて
いる
。
しかし
実際
には
禅定と
よばれる状
態が生
理学的ま
たは
心理
学的
に催眠
状態
と類
似し
てい
るこ
と
がある。
ここで
禅
と催眠と
の関
係に関
する
NE国
∞包山
口円。
〈禅
・催眠過程相互均
衡)
理論に
ふれ
なけれ
ばな
らない。
この
理論
はモl
ゼ
ス・
バ
lグ
教
授が
提案さ
れて
いる
もの
であ
る。
すなわち
禅と催眠と
の関
係は
、禅
定を
一方
の極
とし、
催眠状態
を他方
の極
とする
立
場から力
動的連続
性を持
って
い
禅
イ雀
阪
と
るも
のとし
て考
え
られて
いる
。
した
が
って
、
一方
の極にあ
ると
考えられ
てい
る活
動が、
実際
には
他の極に接
近し
てい
ること
がある。
かくし
て、
坐禅をや
って
いるつも
りで本
質
的に
は普通
の催
眠の
トラン
スに
入って
い
ること
もある
し、
また
自己催
眠に入ろ
うと
して
、
本質
的に
は禅
定に似た
状態
に入
って
いるこ
と
があると
いうの
である。
この
理論は
禅定
と催眠状
態と
の聞に連
続性
を認め
た考え
方で
あるが、
別の見
方を
すると
、
神定
には
一種
の催眠状
態と共通す
る特
徴を持
って
い
るこ
とは
否定
できな
い
と思う。
(2) 
禅定
の状
態に
は能
動的
な機能
の特
徴があり、
催眠状態が受動的
である
こと
とは異
なるという
意見
がある。
またこ
れに
対し
て、
両者
は類似し
て
いる
という
見解
がある。
成瀬悟策
博士
は、
禅定
に
つい
ては
、
受動的
な状
態を経
過して
、
能動的
な状
態
にな
って
い
くのでは
ない
かと
述べ
ている
。
そこ
で筆
者は、
次の
よう
な考えを持
って
いる
。
まず
受動
的と
いう
こと
ば
の意
味に
つい
て考
えて
みたい。
自律訓練法
で
受動的注意集中を
やる場
合、
目標
設
定(
暗示)
によ
って
、
期待す
る現
象が自発
的にあ
らわれる
のを
待つ
ので
ある。
しかし
無理
に
引き出
すことはで
きな
い。
注意集中
とい
っても
、
積極
的に努
力し
たり、
ある
いは
緊
張しす
ぎる
と
、
かえ
って望
まし
い結
果が
えられな
い。
禅定
の状
態は、
能動的
とも、
ある
い
は受
動的とも言
い切
れ
ない。
これ
を
逆に
いうな
らば、
能動
的なと
こ
ろもあり
、
受動的
なと
こ
ろも
ある。
禅で
は
最初
は
意識的、能動的
に
注意集
中し
て
いく
が、
やが
てこ
れが
無意識的、
受
動的な
注意集中
に移
行す
る。
また
自
律訓練
法では、
受動的注意集中を
やっ
て、
さりげな
い、
受動
的な
態度を
とり、
成瀬博士
のい
う膜想
性注意集中
へ
五
禅催
目民
と
(4
) 
と入
ってい
くの
である。
そう
いう
意味
で禅
定は
「自然的注意集
中」
によ
っ
てえ
られる状
態であ
るとい
えよう。
自律訓練
法で、
受動的注意集
中で
やるよ
うに指
導し
ても
、
実際
に
はじめ
は能
動的注意集中を
行な
う傾向
が出てくる。
そこ
で禅
も自律
訓練法も
、あ
る条
件
をつ
くって
、
期待す
る成
果を待
つ態
度を
とる点で
は、
共通
し
ている
と思われる。
その注
意集中が、
受動的
でも
、
能動
的でも
ないという
意味で
「自然的
注意集中
」
という
概念を用
いた
。
」のよ
うな
能動的対受動的
とい
う分け
方は
二重
性を含ん
でいる
。
その訓
練の結
果とし
て、
努力感なく、
自
然に
ある
状態
に
なる
の
である。
その注
意集中が
、
受動的
に見
えて、
能動的
だという
意味
で、
自律的注意集
中とも
いう
こと
ができよ
う。
このこ
とに関
して、
自律訓練法
は訓
練に
よ
って自
律状態す
な
ルIテ
(EFP
完)
が、
わち脳
が自
律
的に統
制
できるように活
動する状
態に導
くの
だと述べ
ている
こと
から
考察
しても
、
この
注
意集中
の自
律
性に注
目し
たい
と思う
。
次に暗
示に
つい
てで
あるが
、
筆者
は暗
示を
一種
の
「呼び
かけ
」
(g
ロE
m)
とし
て考
え
てみたい。
禅も自律訓練法も、
一種
の呼
びかけ
を行な
って
、「こ
だま」
がかえ
ってくる
のを
待つ
の
である。
その
点自律訓
練法
の方
が禅と
く
らべ
て期
待す
るも
のの
範
囲が限
定さ
れるようであ
る。
こ
の呼
びかけ
の考
え
方を、科学や芸
術など
の創
造過程と比較し
てみ
よう。
創造活
動で
は準
備
(胃
32EFOロ)
の過
程が
ある。
たとえ
ば
研究活動
で
は、
研究者
は文
献を調
べ
、そ
れ
に基
づ
い
て自
分の構
想を
ねる。
多面的
に
、
論理的
に考
える。
また
分析
した
り、
総合し
たりする。
その後これ
を放
って
おく。
これ
が創
造過程
で
はあた
ため
(E2gt。ロ)
の段
階であ
る。
このよ
うに問
題を心
の中に
しま
ってお
くこと
をあ
たためとい
う。
これ
は無
意識
の
五
四
働き
で
、
はじめ
は意
識
的に
はど
うする
こと
もでき
ない。
ただ呼
び
かけ
がで
きるだけである。
他の活
動を行な
った
り、
また
は休息し
ている
うちに、
意
識無
意識
の連続
体が
再統合さ
れて、
」こ
にイル
ミネ
シー
ョン
r、、
ロ
s ，_.. 
E昨日。ろ
があら
われる。
ある老
師は援
心の時
「寝
てい
ても
公案を離さ
ない
ように」
と注
意し
ている
。
寝る前に
公案に
よっ
て疑
団を高
めて
おくと、
翌
朝悟りが
えられ
ること
がある。
イル
ミネー シ
ョン
が
比較
的に生じや
すい時
期は、
仕事が終
って
寝床に
入り、
眠り
に入ろ
う
とす
る状態
すなわち
入眠状
態、
ならび
に朝
、
眠りか
らさ
め
ようとする
状態すな
わち出
眠
状態
であ
る。
(5) 
これは
一種の催
眠
状態
である。
池見西次郎
博士
は、
夜、
未解
決の問
題を心
にあたため
て寝る。
そし
て朝
自律訓練
法をや
って
いる
と、
その解
決の考
え
がイ
ンス
ピ
レー シ
ョン
の状
態で出てくる
こ
とを
報告し
ている
。
湯川秀樹博
士も、
昭和
九年十
月は
じめのあ
る日
、
夜中
に
寝床
の中
で中
間子
の考
えがま
とま
ったこ
とを述べ
ている
。
このよ
うに意
識的
に期
待する成
果を求
めて呼
びかけは
できても
、
それを意
図的
に統
制する
こと
はで
きな
い。
そこ
でイ
ル
ミネ
lシ
ョン
、
インス
ピレ
シー
ョン
と
かある
い
は悟
りと
いう反応を待
たな
けれ
ばな
らない。
だからわ
れわれが意
図できる
こと
は、
現象
生起
の条
件を
設定す
る
こと
だけである。
そこ
でど
ういう
条件
のもとに、
どう
いう現
象が
あらわれる
かというこ
とを
究明す
る
こと
が、
今後
の研究課
題である
と思う
ので
ある。
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